
昭
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五
月
十
七
日
受
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衆
議
院
議
員
新
村
勝
雄
君
提
出
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
不
当
労
働
行
為
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙 

答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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三 

 
衆
議
院
議
員
新
村
勝
雄
君
提
出
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
不
当
労
働
行
為
に
関
す
る
質
問
に 

対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
「
会
社
」
と
い
う
。
）
千
葉
支
社
（
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
付
け
で
千
葉
運

行
部
を
改
組
）
に
お
い
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
付
け
で
千
葉
保
線
区
等
の
現
業
機
関
に
つ
い
て
業
務 

 
 

運
営
の
効
率
化
、
円
滑
化
等
を
目
的
と
し
た
組
織
改
正
等
を
実
施
し
、
こ
れ
に
伴
う
異
動
の
発
令
等
が
行
わ
れ 

 
 

た
と
聞
い
て
い
る
。 

社
員
の
任
用
等
に
つ
い
て
は
、
就
業
規
則
等
に
基
づ
き
具
体
的
な
業
務
上
の
必
要
性
等
を
踏
ま
え
て
会
社
の 

 

判
断
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
本
件
に
関
す
る
事
案
が
現
在
千
葉
県
地
方
労
働
委
員
会
に
係
属
中
で 

 

も
あ
り
、
政
府
と
し
て
、
本
件
に
つ
い
て
、
と
か
く
の
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

日
本
国
有
鉄
道
に
お
い
て
は
、
昭
和
六
十
一
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
千
葉
鉄
道
管
理
局
勝
浦
保
線
区 

 

の
職
員
四
名
に
対
し
、
勤
務
時
間
中
の
ワ
ッ
ペ
ン
着
用
を
理
由
に
訓
告
処
分
を
行
う
と
と
も
に
、
同
年
の
夏
季 

 

手
当
の
支
給
に
当
た
り
、
右
ワ
ッ
ペ
ン
着
用
等
の
事
情
を
勘
案
し
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
額
を
行
つ
た
と
聞
い
て 

 

い
る
。 

一
般
に
、
使
用
者
の
行
為
が
不
当
労
働
行
為
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、
関
係
労
働
組
合
等
の
申
立
て
等
に
基 

 

づ
き
労
働
委
員
会
等
の
権
限
あ
る
機
関
が
判
断
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
の
で
、
日
本
国
有
鉄
道
が
行
つ
た
右
行
為 

 

が
不
当
労
働
行
為
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
と
か
く
の
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え 

 

た
い
。 

御
指
摘
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
千
葉
地
方
検
察
庁
木
更
津
支
部
へ
送
致
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
推
移 

 

四 

 



 

五 

を
見
守
り
た
い
。 

五
に
つ
い
て 

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
の
会
社
の
発
足
以
来
、
千
葉
運
行
部
千
葉
保
線
区
木
更
津
保
線
支
区
（
昭
和
六
十 

 

三
年
四
月
一
日
付
け
で
千
葉
支
社
木
更
津
保
線
区
に
改
組
）
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
理
由
に
よ
り
処
分
さ
れ
た 

 

者
が
あ
る
と
は
聞
い
て
い
な
い
。 

六
及
び
七
に
つ
い
て 

会
社
に
お
い
て
は
、
社
員
の
任
用
等
に
つ
い
て
は
、
業
務
上
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、
本
人
の
事
情
等
に
つ
い 

 

て
も
把
握
し
つ
つ
、
就
業
規
則
等
に
基
づ
き
行
つ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 




